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「全国労働衛生週間準備講習会」の開催について 
 

大垣労働基準監督署(署長 松宮 利光)は、大垣労働基準協会(会長 小川 信也)との共催で、下記
により管内（大垣市、海津市、安八郡、不破郡、養老郡、揖斐郡）の事業者に対して「全国労働衛生

週間準備講習会」を開催します。 
全国労働衛生週間は、昭和２５年に第１回が実施されて以来、本年で第６１回を迎えます。この間、

本週間は、国民の労働衛生に関する意識を高揚させ、事業場における自主的労働衛生管理活動を通じ

た労働者の健康確保等に大きな役割を果たしてきたところです。 
我が国における平成２１年の業務上疾病による被災者は７，４９１人と過去最少となっていますが、

一般定期健康診断の結果、何らかの所見を有する労働者の割合は増加を続けており、平成２１年には

５２．３％にも上っています。 
また、仕事や職業生活に関する強い不安・悩み・ストレスを感じる労働者の割合は約６割に上り、

３万人を超える自殺者のうち、約２，５００人が勤務問題を原因・動機の一つとしています。さらに、

メンタルヘルス上の理由から、休業又は退職する労働者が少なからずおり、精神障害等による労災認

定件数も高い水準で推移しています。 
大垣労働基準監督署管内では、健康診断における有所見者率が全国平均を上回る状況が１１年連続

で続き、平成２１年においては、４．２ポイント高い５６．５％に達しています。また、有害物質に

よる中毒災害が発生するなど、労働者の健康障害を防止するための適切な対策が求められています。 
こうした状況の下においては、各事業場において自主的な労働衛生管理活動を積極的に推進するこ

とが重要であり、本週間を契機として一層の労働衛生水準の向上と労働衛生教育の充実を図ることを

めざし本講習会を開催することとしたものです。 
 

記 
 
１ 日 時…平成２２年９月３日(金) 午後１時１０分から午後４時１０分まで 
２ 場 所…大垣市情報工房 ５階 スインクホール 
３ 内 容…全国労働衛生週間準備講習会 
      「労働衛生管理の現状と課題」 … 大垣労働基準監督署 第二課長  
      「メンタルヘルスケアのための運動と睡眠」 …  
                中央労働災害防止協会 ヘルスケア・トレーナー 片岡 頼博 
４ 参加者…当署管内の大垣労働基準協会会員等の事業者・衛生管理担当者等(約１５０名参加予定) 
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署  長 松宮 利光 
第二課長 牧野 宏俊 
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